
高
技
能
人
材
の
育
成
②

第回

日中間の互助促進を

　
前
回
に
続
き
、
高
技
能
人

材
育
成
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
国

に
お
い
て
、
介
護
人
材
は
非

常
に
貴
重
な
存
在
で
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
上
海
市
の
中
流
階

級
層
向
け
介
護
施
設
の
介
護

職
の
平
均
月
給
は
全
産
業
の

給
与
水
準
に
あ
た
る
８
～


万
円
と
高
額
で
す
。

　
あ
る
介
護
施
設
の
管
理
者

は
、
「
日
本
の
介
護
職
の
給

与
水
準
は
案
外
低
い
。
全
産

業
の
給
与
水
準
と
比
較
し
た

場
合
、
上
海
市
の
方
が
、
格

差
が
な
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
民
政
局
関
係
者
は

「
将
来
日
本
円
と
人
民
元
の

貨
幣
価
値
の
格
差
が
な
く
な

れ
ば
、
訪
日
を
希
望
す
る
中

国
人
が
減
少
す
る
だ
ろ
う
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。今
後
、

日
本
と
い
う
国
を
働
く
場
と

し
て
選
ん
で
も
ら
え
な
い
可

能
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
近
年
中
国
で
は
専
門
家
な

ど
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
技
能
人
材
不
足
が

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
上
海
市
で
は
２
０
１
０

年
よ
り
、
「
首
席
技
師
の
育

成
と
選
抜
千
人
計
画
」
に
着

手
し
、
高
技
能
育
成
施
設
建

設
や
助
成
金
の
付
与
等
を
通

し
て
、
人
材
育
成
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
同
市
に
は
１
０

０
ヵ
所
以
上
の
高
技
能
人
材

育
成
施
設
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
３
０
０
万
人
の
技
能
人
材

を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、
高
技
能
人
材
は
約

３
割
（
１
０
６

・
８
万
人
）
が

占
め
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に

年

に
は
「
技
能
向

上
行
動
計
画

（

～

年
）」

を
発
表
し
、
技

能
労
働
者
の
う

ち
高
技
能
人
材

の
割
合
を

％

以
上
に
拡
大
す

る
目
標
を
掲
げ

て
お
り
、
技
能
者
の
資
質
向

上
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
中
国
で
は

年
ま
で
に
１

０
０
０
万
人
の
介
護
人
材
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
人
材
不
足
問
題
は
日
本

と
中
国
の
共
通
テ
ー
マ
で
す

が
、
両
国
の
施
策
を
上
手
く

活
用
し
合
う
こ
と
で
、
解
決

に
繋
が
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
例
え
ば
中
国
は
日
本
に
技

能
実
習
生
を
積
極
的
に
送
り

だ
す
こ
と
で
、
そ
の
人
材
は

将
来
、
高
技
能
人
材
と
し
て

活
躍
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
方
日
本
も
、
技

能
実
習
生
が
増
え
れ
ば
、
介

護
現
場
の
人
材
不
足
も
解
消

さ
れ
ま
す
。
今
後
は
国
レ
ベ

ル
で
の
更
な
る
互
助
促
進
が

不
可
欠
で
す
。


